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1. はじめに
SICEでは学会誌および論文集の発行は中心的活動の
一つとして重要な位置づけがなされている．長年にわた
り，学会誌出版委員会，和文論文集出版委員会，英文論
文集委員会を中心とする諸先生方のご尽力により，学会
誌と論文集のさらなる魅力化，活性化のための努力が積
み重ねられてきた．近年では，世の中の情報表出方法が
多様化する中で，財政的にも発行形態をデジタル化する
必要性が増すとともに，オープンアクセス化などの潮流
とも相まって，学会誌および論文集の在り方は，SICE
の中心課題として議論が重ねられている．
これまでの取り組みに加えて，昨 62期において設定
した指針に基づき，現行 63期においては会誌および論
文誌のデジタル化が具体的に推進されている．学会誌お
よび論文集のデジタル化は，紙面中心だった発信形態を
学会ホームページ等上での発信に変更するだけではな
い．デジタル化を効果的に活用することによって，テキ
ストや図示に加えて，従来は発信ができなかった動画等
の新たな情報を付け加えることにより，より深く，わか
りやすく新たな知見を発信し，かつ受信できる．さらに
SICEの財産である既存の著書，論文等を含む学術・教
育データを他のデータと結びつけることが可能になるだ
けでなく，SICE外との多様なつながりも生み出すこと
が可能になるだろう．
論文を書くことについて考えることは，各人の学術業
績とその積み重ねについて考えることのみならず，計
測，制御，システム分野の有り様や SICEそのものの在
り方を考えることにも通じる．本特集「論文を書くこと
について考える　――論文集の過去，現在，未来――」
が広く，深く，継続的な今後の議論の糧になることを強
く期待している．

2. 創造の源泉として
論文に向き合う機会やモティベーションはさまざまで
あると思うが，個人的な体験に限れば，年齢を重ねると
ともに変遷があると感じている．学術的新規性と厳密性
を第一義として，まっしぐらに研究成果をまとめ，発信

することに必死になっていた頃の「論文を書くこと」と，
関連するテーマや分野を横断して新たな学術の芽を探索
し，創造しようと情熱を傾けていた頃とは「論文を書く
こと」への向き合い方が異なる．いずれも知を蓄積する
学術活動の一場面に過ぎないが，近ごろ「知の蓄積」は
そうたやすいことではないことを知る場面が多くなって
きた．どのような場面かを具体的に述べることは，紙面
の関係上別の機会に譲ることにしたいが，少なくとも学
術論文は「知」をより深く，より豊かにするための源泉
であり，創造の礎である必要がある．
よく練られた構想とそこから導き出された新しい成

果，そしてその成果からの展開の可能性を知ることがで
きる喜びが他の何物にも替え難いことを，誰もが経験し
ていることだろう．感動を誘起する学術論文には，そん
な魅力が詰まっている．そして，関連する考え方や他の
成果はあるのだろうか，あるいは異なるアプローチやよ
り洗練した完成形を目指せないかなどの多様な連鎖を生
み出し，創造の源泉となる．
学術論文はひとつの「作品」であるから，書き手の思

想や個性がその中に息づいている．そして，時を経ても
生き続ける．

3. 媒介役としての SICE
学術論文は，書き手と読み手が繋がれ，そこに相互作

用が生み出されてこそ，さらなる価値が生み出される．
SICEは，この繋ぎ手としての役割をしっかりと果たさ
なければならない．近年の SICE 論文集のプレゼンス
向上のための取り組みは，英・和論文集委員会の尽力に
よって成果を挙げつつある．この成果に加え，さらに，
書き手から選択される媒体として，読み手から選択され
る媒体としての論文集を提供する必要がある．媒体とし
ての論文集作成については，プロセスの簡素化，効率化，
迅速化と，広範で強力な流布・公表手法の両立の実現に
向けた新しい手法の導入は，近い将来において解決策を
見出す必要がある課題であろう．
以前より個人的に感じている課題のひとつとして，レ

ビューペーパーやコンセプトペーパーの日本人著者が
きわめて少ないことがある．この傾向は，分野を問わず
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英論文誌ではもちろんのこと，和論文誌においても見か
けることはとても少ない．レビューペーパーの執筆には
たいへんな労力が必要であるが，その分野に新たに参画
する人々にとっては不可欠であるばかりでなく，新たな
テーマや新分野の構想立案にも必要不可欠である．よく
推敲されたレビューペーパーはきわめて価値が高いこと
は，世界の学術界においては周知の事実である．コンセ
プトペーパーは，対象とするテーマに関する深い議論と
思考のシーズとして，きわめて重要な位置を占める．こ
れらの論文形態における日本人著者がきわめて少ない
ことは，わが国の科学の発展に関わる課題を露呈してい
るのではないだろうか．近年，SICE関連のシンポジウ
ム等ではコンセプトペーパーを受理している．計測，制
御，システム分野の活性化と学術発展を牽引する媒介役
として，論文形態とその扱いについてもさらに検討を進
める必要があるだろう．
取り組むべき課題は多々あり，そして SICE は取り
組んでいる．しかしながら，従来からの取り組みに加え
て，さらなる戦略的取り組みや新しい工夫が必要になる
かもしれない．継続的な挑戦が必要である．
本特集との関連では，読者の皆様には論文を書くこと
を通して，ぜひ SICE活動への参加の機会を増やしてい
ただき，書き手としての意見や要望を，SICE運営側へ
届けていただきたい．ご自身の活動と論文集のさらなる
活性化とを，ぜひ直接繋げていただきたい．

4. おわりに
SICEの論文集を作るのは私たちである．どんな論文
を投稿するか，どんな論文を掲載するか，そしてどのよ
うに公表していくか，さらに価値ある論文集にするには

どうすればよいか，私たちが考え，そして答えを出して
いく必要がある．
若手の皆さんには，学術論文の書くことの楽しさと魅

力を，ぜひ，論文を書くことを通して知ってほしいし，
学んでいただきたい．中堅の皆さんには，ぜひ，SICE
論文集の魅力を創造する役割を担っていただきたい．シ
ニアおよび先達の諸先輩方々には，ぜひ，「知の蓄積」に
繋がるご経験をもとにした知見をいただきたい．そんな
願いをこめるとともに，本特集がさらなる連鎖と創造の
礎となることを祈念する．
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